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はじめに 

 年明け早々、能登半島を襲った大地震は、多くの人命と住む家、働く場を奪い、

ライフラインを破壊しました。そして、大勢の人たちが不自由な避難所生活を余

儀なくされ、極寒の中で苦しんでおられます。また、多くの学校や園は避難所と

なり、学びの場を失った子どもたちの中には親族から遠く離れて暮らしながら勉

強をしています。 

 このことは決して対岸の火事ではなく、東南海地震や琵琶湖西岸断層帯地震な

どの大地震が危惧される本県においても、自分事として胸に刻む必要があります。

災害はいつ起こるかわかりません。本市においても様々な事態を想定して、常に

身構えておくことが大切です。 

 さて、『人生１００年時代』といわれる日本は、世界一の長寿国です。そして、

世界はグローバル化や高度情報化が大きく進展し、わが国もその激動と混迷の

中にあります。 

こうした社会に柔軟に対応し、一人ひとりがたくましく生きていくためには、

教育（保育）の果たす役割は大きいと考えます。 

本市では、３年間の「コロナ禍」も乗り越え、子どもたちはたくましく成長し

ています。その一人、中学１年生の東さおりさんが自身の成長を振り返って書い

た作文があります。しっかりと「今」をみつめ、自分の生き方を綴っています。 

 

 

幼稚園の卒園式の夜、母が入院しました。慢性骨髄性白血病という血液のがんです。 

母の入院が怖くて、私は泣きじゃくっていたことを今でも覚えています。治すには「骨 

髄移植」しかありません。幸い母の兄と適合し、移植は無事成功しました。 

  ところが、移植後多くの後遺症が母を苦しめました。脳の萎縮や極度の冷えと痺れ、 

白内障、さらに、生活が一変したのは、脚の筋力が著しく低下したことでした。自力で 

はうまく歩けないので杖を使い、家族が手を引いています。そんなことは当たり前だと 

思っていました。しかし、五年生になったある日、母と手をつないで歩くことに恥ずか 

しさを覚えました。私は忘れていました。一番つらいのは、母だということを。 

  そんなある日、母とスーパーに行きました。エレベーターで四十代位の女性が高齢者 

の手を引いて乗ってきました。そのときは、脚が悪いのかな、くらいにしか思いません 

でしたが、二人が降りた後、ふと自分も同じ立場だと気づきました。そして、急に他人 

の目を気にして恥ずかしいと思っていた自分が恥ずかしくなりました。あの女性は素晴 

らしいと、私は素直に感じました。それならば、私の行動も自分で素晴らしいと認めて 

もよいのではないかと思いました。気づいたら涙が一筋流れていました。自分の情けな 
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さに気づいたからなのか、恥ずかしいなんて思ってなかった頃の自分を思い出したから 

なのか、何の涙かは今でもわかりません。              

  私が今、母の手をとって歩くことが恥ずかしくないかと言えば、正直そうではないで 

す。でも、私の行動が誰かのためになるのなら、できることをすればよいと思えるよう 

になりました。私はこれから様々な人と出会い、楽しいことや嬉しいこと、また、つら 

いことや苦しいこと、恥ずかしいことなど、多くの経験をすると思います。そして、自 

分自身が見聞きし、学んだことをこれからの人生に生かし、みんなと支え合う輪の中に 

自分がいて、そんな社会をみんなでつくっていけたらいいなと思います。母にはもちろ 

ん、エレベーターで出会ったあの二人にも届いてほしいと思います。未熟な私を成長さ 

せてくれてありがとう。（一部略） 

 

 

令和６年度、野洲市では次の３つの視点で教育を進めます。 

 

 １点目は、学校教育を中心に子どもの『生き抜く力』を育てます。 

今日、子どもたちを取り巻く社会は目まぐるしく変化し、価値観の多様化が一

層進んでいます。そんな中でたくましくしなやかに人生を切り開いていくため

には、学力はもとより高い自尊感情や豊かな情操、それを支える健康な身体が求

められます。本市では、こうした資質や能力を学校・園が協働して育んでいきま

す。 

 

 ２点目は、学校と家庭、地域が一体となった『子どもの育ち』を支援 

します。 
 

「学校の子は地域の子」です。子どもたちは、学校や園だけでなく、家庭や地

域の皆さんに支えられて成長していきます。そこで、各学校・園のコミュニティ・

スクール導入を進め、学校・園を核として家庭や地域が協働して子どもの成長を

支えていきます。 

 

 ３点目は、『生涯学習のまちづくり』です。 

だれでもどこでも学び合い、生涯にわたって成長し、心豊かに生きていく社会

をめざします。また、その成果を人とのつながりや地域の活性化にも生かして、

教育の面から野洲市のめざす「住んでよかった」「住んでみたい」「住み続けた

い」まちづくりにつなげていきます。 
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１．令和５年度をふりかえって 

 

 市教育委員会では、『野洲市総合計画』や『野洲市教育大綱』のもとに、『野洲

市教育振興基本計画』（令和３年度～令和７年度）を定めています。ここでは、

基本理念「愛と輝きのある教育のまち・野洲」のもと、一人ひとりが大切にされ、

大人も子どもも学びあうひとづくり・まちづくりを目指してきました。 

 

（１）学校・園 

①人権教育・特別支援教育の再構築 

 本市では『人権のまち：野洲』を合言葉に、人権教育・特別支援教育を土

台に掲げて校園の教育を進めてきました。しかし、残念ながら４月に中学校

で「いじめ重大事態」が発生しました。絶対にあってはならないことです。 

第三者委員会による調査検証で、教職員の「いじめに対する危機意識の低

さと感度の鈍麻」と、児童生徒の「絆づくり」「居場所づくり」が提起されて

います。また、組織対応の課題も指摘されています。「いじめは火事である。」

という共通認識の弱さを克服することが重要です。多様な課題を抱える子ど

もたちが安心して学べる学級経営、集団づくりが大切です。 

 一方、市教育委員会にスクールロイヤーや学校支援員を新たに配置したこ

とで、早期の対応や学校支援を行うことができるようになったことは、今年

度の成果として挙げることができます。また、いじめ防止教室では弁護士が

講師を務め各校で開催し、いじめは絶対に許されない行為であることを児童

生徒に意識づけできました。 

②不登校の課題 

本市では、児童生徒の不登校（年間 30 日以上の欠席）が依然大きな課題

です。この背景にはさまざまな要因がありますが、大きな一つは、人間関係

の構築や集団適応に困難さをもつ児童生徒が増えてきたことです。 

各学校では、さまざまな相談体制、別室や放課後の対応、通級指導教室の

拡充などでその支援に取組んでいます。また、全市的には適応指導教室やふ

れあい教育相談センター、発達支援センターの相談業務の拡充、さらに令和

２年度には「家庭訪問型学習支援事業」を創設しました。（これは専門職員

が積極的に家庭に出向いていくもので、プッシュ型の新しい不登校支援で

す。）   

一方、令和３年度からの GIGA スクール構想のもとで一人一台タブレッ

ト端末の配備による学校と家庭をつないで学べる環境が整いました。これも

不登校生の学習支援の一つになっています。 
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③学力の二極化 

ここ数年の「全国学力・学習状況調査」では、本市の児童生徒は全国並み

かそれを上回る結果となっています。しかし、平均点からは見えない課題も

あります。学力面では、「複数の資料を読み解いて自分の考えをまとめ、根

拠を示してそれを表現する力」です。また、生活課題は、特に読書習慣です。

本をよく読む子とまったく読まない子との二極化がすすみ、ゲームやインタ

ーネットを長時間している割合が全国・県より数ポイント高くなっています。

ここから、本市児童生徒の家庭や地域での過ごし方にも課題があると考えて

います。さらに、意欲や創造性、協調性や忍耐力といった「非認知能力」の

獲得にも課題が見られます。 

こうしたことから、学校での『読み解く力』の育成、さらには家庭教育支

援や就学前からの子育てへの啓発を今以上に取組む必要があります。 

なお、今年度、野洲図書館司書 1 名を学校教育課兼務とし、モデル校とし

て祇王小学校の図書室の改革を教職員と共に行いました。その結果、児童の

図書館利用が増え、読書への関心も高まりました。このことから、学校司書

の配置の有効性が確認できました。 

④教職員の資質向上 

本市のいじめ問題専門委員会の委員によると、「本市の先生は楽しく授業

を行っている。」と言われます。「ただ、その楽しさの中に時として『いじり』

が入ってはいないだろうか？」とも指摘されています。授業での教員の児童

生徒への『いじり』が、いじめに発展してはいないか、今一度その授業を見

直す必要があると考えます。 

一方、新学習指導要領では、子どもたちが「主体的・対話的で深い学び」

のできる授業を構築していくことが求められています。加えて、上述③で述

べた学力課題に則した授業を行うためには、子どもたちが深く考えたり、考

えたことを的確に表現できたりする技量も求められています。 

これらの課題に対して、従来の研修法にとどまらず、各校・園が子どもの

実態を踏まえた現場でのグループ研修（OJT）や、学年会での学級集団の分

析、また、教育研究所による若手教職員に対する個別指導（授業力向上）な

ども重要であると考えます。 

⑤施設面の更新 

中主小学校の旧館棟改築工事を完了し、３中学校の特別教室の空調整備も

完了しました。また、三上小学校と野洲中学校の体育館照明の LED 化も行

いました。さらに、老朽化している学校プールのあり方を引き続き検討して

います。（野洲小学校のプールは解体し、駐車場整備を行いました。） 

校舎の老朽化等に対応するため、北野小学校の校舎増築と大規模改修に向

けた設計業務を行いました。 

また、学校給食センターの施設改修工事に着手しました。 
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（２）家庭や地域 

①家庭教育の推進とその支援 

家庭や地域は子どもの学びの土台である「非認知能力」を育む大切な場で

す。しかし、地域のつながりの希薄化や核家族化の進展、保護者の就労によ

る子どもに接する時間の減少や就労の不安定化による生活の厳しさなどか

ら、地域で孤立した家庭や教育力が十分に整わない家庭もあります。こうし

た状況下で、教育が難しくなっています。 

各学校に今年度から、コミュニティ・スクールを導入しています。そして、

学校・地域・家庭の協働によって、地域や家庭が子どもの「居場所」となり、

地域の「つながり」が豊かになることでさまざまな教育課題の改善が期待さ

れます。例えば、「家庭教育支援員」（４校５名）は、不登校気味の児童生徒

の登校改善に寄与しています。また、「地域学校協働活動推進員」の配置（各

校１名）は、地域と学校をつなぐ核となっています。 

②地域の教育力と人材育成 

  全国的に「地域の子どもは地域で守り育てる」という意識が希薄になって

きています。しかしながら、本市では全国調査で「地域の行事に積極的に参

加する子どもたち」の高い参加率があります。これは青少年育成市民会議や

コミュニティセンター、自治会などとのつながりの中で子どもたちの育成が

図られてきた成果です。   

今後もこうした取組の推進を図ることはもちろんですが、一方で活動を担

う人材の高齢化が課題となっています。コミュニティ・スクール導入を進め

る中で、人材育成の協議をすることも大切です。 

 

（３）生涯学習 

①生涯学習 

地域の歴史や文化、健康などについて楽しく学べるよう住民の主体的な学

習機会を提供し、学習成果を地域へ発信できる人づくりと活力ある地域づく

りをめざす「生涯楽習カレッジ」を実施しました。いずれも市内で活躍され

ている方に講師をしていただきました。今後も年齢やニーズに応じた学習機

会の充実を図るとともに、各個人がその学習の成果を地域で活かせる環境づ

くりを進めていく必要があります。 

②子どもの読書活動推進 

家庭、地域や学校・園などが協力して読書環境の整備に向けて重点的に取

組むため、「第３次野洲市子どもの読書活動推進計画」（R２年３月）に定

めた目標や取組を進めました。具体的には、全校の学級文庫用図書セット（と

しょかんBOX）の充実や、野洲図書館司書の学校図書館巡回支援（兼務）、

「読み聞かせボランティア」の研修充実などです。 

今後も学校図書館の運営にあたっては、司書教諭が十分な役割を果たすこ
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とができるよう、図書館ボランティア等の協力を得て、常に人がいる学校図

書館の実現を目指す必要があります。 

③文化歴史 

文化財に関わっては、江戸時代初期の徳川将軍の上洛御殿である「永原御

殿跡」（国史跡）の保存整備に向けた４事業（本丸内の土地購入、本丸「御休

息所」の発掘調査、土塁の修復工事、「永原御殿跡フォーラム」や「発掘体

験」等の公開活用事業）を進めてきました。また、「出張！お城 EXPO ｉ

ｎ滋賀・びわ湖 2023」も好評でした。 

博物館では、「開館３５周年記念企画展（四面の鏡）」や、「永原御殿跡」と

連携したテーマ展などを実施しました。また、特別収蔵庫の空調設備の更新

工事完了と、課題であった館全体の空調工事の基本設計を行いました。 

 

 

２．令和６年度の具体的な施策 

（１）子どもの「生き抜く力」を育てます 

～学校教育を中心として～ 

①小中学校の道徳教育や就学前からの人権教育の充実に努め、いじめや差別 

を許さない仲間づくりを進めます。 

 また、いじめの未然防止のため、児童生徒が自主的な活動を通じた絆づく 

りの場を提供する取組を進めます。具体的にはショートホームルームを活 

用したグループワークの実施や社会の様々な分野の有識者等を招いた交流 

の機会を設けます。 

②児童生徒のいじめや不登校、問題行動、また、教職員の不祥事や体罰問題な

どを未然に防ぐため、教職員研修の充実を図り、学校・園の初期対応や組織

対応の強化に努めます。さらに、スクールロイヤーや学校支援員による支援

も継続します。 

③スクールソーシャルワーカーとそれらを指導、統括するスーパーバイザー 

を配置し、関係機関と連携しながら、子どもたちの情緒を安定させ、家庭教

育への支援を更に充実させます。 

④幼稚園でもコミュニティ・スクールの導入を図り、地域のみなさんと共に子

どもたちが将来の夢や希望をもてる教育活動を推進します。また、その成果

を市民に積極的に発信していきます。 

⑤教育研究所は若手教職員の授業改善や学級集団づくりを個別に支援し、指 

導力と授業力の向上に努めます。 

⑥学校施設の長寿命化を図るため、昨年度に引き続き、中主小学校新館棟の大

規模改修工事を進めます。また、北野小学校の大規模改修に向けた設計業務

を進めます。さらに、小学校の特別教室空調整備も引き続き進めていきます。 
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⑦GIGA スクール構想における ICT 機器の活用については、授業での目的に

応じた使い分けができるように技能習熟を図る必要があり、そのための教員

研修体制を強化していきます。また、教職員用の端末の入れ替え事業も進め

ます。 

⑧児童生徒の ICT 機器の使用頻度が増えるほど、大人の想定を超えたネット

いじめ等の問題が起こる可能性も増えると思われます。そこで、児童生徒の

発達段階に応じた情報モラル教育を行っていきます。 

⑨子どもたちが生きいきと学び、教職員が創造的に教育に取組み一人ひとりの

子どもと向き合う時間を確保するためには、学校における働き方改革が喫緊

の課題です。このため学校と地域、教育委員会が一体となって教職員の働き

方改革を推進します。 

⑩学校給食センターの施設改修工事を引き続き進めるとともに、令和７年度 

からの調理業務等の一部民間委託を進め、安全安心な学校給食を安定的か 

つ持続的に提供します。 

 

（２）子どもの「育ち」を支援します 

～学校・家庭・地域が一体となって～ 

①家庭や地域と連携し、子どもたちの基本的生活習慣の確立に向けた啓発を 

進めます。また、その一環として「愛の声かけ運動」などのあいさつ運動を

推進します。 

②改築されたふれあい教育相談センターの充実を図り、学校・園や家庭、地域

との連携をさらに深め、教育相談や不登校支援を拡充します。 

③野洲市青少年育成市民会議を中心として「地域の子どもは地域で守り育て 

る」機運を高めるとともに、守山野洲少年センターをはじめ関係団体と連携・

協力し、青少年の健全育成に努めます。 

④各コミュニティセンターで地域の人々が運営される「地域子ども教室」につ

いて、子どもたちの体験学習の場としての支援を続けます。 

⑤地域とともにある学校・園というコミュニティ・スクールの理念を実現させ

るために、地域学校協働活動を軸としながら、地域のみなさんと協働して教

育活動を進めていきます。 

 ⑥家庭教育に悩みや不安を抱える家庭への訪問、相談など子育て家庭への支 

援を行うため、「家庭教育支援員」の配置を拡充します。児童生徒の登校支 

援などを行い、家庭の環境や、学校の状況に応じた活動を実施していきます。 

 

（３）だれでもどこでも学びあえるまちをつくります 

～誰もが生涯にわたって成長し心豊かに～ 

①市民に学習機会を提供するため、出前講座の実施や生涯楽習カレッジを開 

催し、生涯学習を推進します。 
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 生涯学習課では、次期「第４次野洲市子どもの読書活動推進計画」を策定し

ます。 

②図書館では、市民の必要とする資料と情報を提供するための機関として、新

鮮で魅力ある資料を収集し市民のニーズにこたえます。また、引き続き子ど

もが読書に親しむ機会を提供する一環として、小中学校の学級文庫用図書セ

ットの巡回事業や、就学前からの「読み聞かせ」事業を継続・発展させます。

さらに、学校・園とも連携し、子どもたちの図書館利用を進めます。 

 図書館の利用においては老朽化している館内の空調設備を更新し、施設の環

境整備を図ります。また、野洲駅に設置した予約本受取ボックスの利用を引

き続き進め、図書の利用促進を図ります。 

③国史跡「永原御殿跡」は、地域と協働して史跡の公有化や発掘調査、保存整

備工事、公開活用事業を継続します。 

博物館では、地域の歴史や文化を時節にふさわしいテーマにより、わかりや

すく紹介する展覧会を開催します。 
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野 洲 市 教 育 大 綱 
 

【令和３年度～令和７年度】 

 

野洲市は、『多様な人々と多彩な自然が調和した、個性輝くにじいろのまち』をめ

ざす都市像として掲げ、「多様な人々と自然をはじめとする多彩な地域資源がそれぞ

れに輝きながら調和する、笑顔あふれる都市」の実現をめざし、「協働のまちづくり」

「ＳＤＧｓの実現」の基本姿勢のもと、「子育て・教育・人権」など 5 つの分野ごと

に基本方針を定め、「住んでよかったまち」「住んでみたいまち」「住み続けたいまち」

をめざしたまちづくりを進めています。 

市民一人ひとりが知恵や力を出し合い、家庭、学校、地域、企業、NPO・市民団

体等がそれぞれの責任と役割をしっかり果たすとともに、主体的に取組ながら一体

となって子どもたちが安心して学べる教育環境を整え、未来を担う頼もしい人づく

りを柱に教育振興のまちづくりを進めます。 

基 本 理 念  

愛と輝きのある教育のまち・野洲 

～一人ひとりが大切にされ、おとなも子どもも学びあうひとづくり・まちづくり～ 

基 本 目 標  

Ⅰ 子どもの「生き抜く力」を育てます。 

～学校教育を中心として～ 

１． 豊かな心と健やかな体の育成 

２． 確かな学力の育成 

３． 特色ある学校経営 

Ⅱ 子どもの「育ち」を支援します。 

～学校・家庭・地域が一体となって～ 
１． 子育て・子育ち支援の充実 

２． 青少年の健全育成 

３． 安全・安心な教育環境づくり 

Ⅲ だれでもどこでも学びあえるまちをつくります。 

～誰もが生涯にわたって成長し心豊かに～ 

１． 生涯にわたる主体的な学習の支援 

２． 生涯スポーツの振興 

３． 文化・歴史資源の継承と活用 
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　目標７　生涯にわたる主体的な学習の支援

　目標８　生涯スポーツの振興

　目標９　文化・歴史資源の継承と活用
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　目標１　豊かな心と健やかな体の育成

　目標２　確かな学力の育成

　目標３　特色ある学校経営

～
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が
一
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を
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す

　目標４　子育て・子育ち支援の充実

　目標５　青少年の健全育成

　目標６　安全・安心な教育環境づくり
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野洲市教育振興基本計画 《令和３年度～７年度》

野洲市総合計画《令和３年度～１２年度》

野洲市教育大綱 《令和３年度～７年度》

野洲市生涯学習振興計画《令和６年度～令和１０年度》

野洲市子どもの読書活動推進計画《令和２年度～６年度》

野洲市スポーツ推進計画《平成２８年度～令和７年度》

野洲市子ども・子育て支援事業計画 《令和２年度～６年度》

元気な学校づくりマスタープラン《令和３年度～７年度》

野洲市人権施策基本計画《令和３年度～７年度》

その他各種教育振興のための計画・方針等
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  主主なな事事業業のの概概要要  
令令和和 66 年年度度予予算算資資料料よよりり教教育育委委員員会会のの事事業業をを抜抜粋粋  



予算額 1,372万４千円

学校教育の充実

重 いじめ等対策事業

授業風景

別室授業支援の様子

いじめが認知された後に行われる学

校の事実調査や指導などの支援や弁護

士（スクールロイヤー）への法務相談

ができる体制を継続することに加え、

児童生徒に対する弁護士によるいじめ

防止授業を実施します。また、スクー

ルソーシャルワーカーやスクールソー

シャルワークスーパーバイザーを配置

し、子どもの置かれている学校・家

庭・地域等の「環境」に対して関係機

関と連携し虐待防止等をはじめ子ども

の生活環境調整に努めます。

（前年度：1,467万４千円）

『子育て・教育・人権』

令和６年度に取り組む主な事業の概要
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小中学校の教職員が授業や学校業務で

使用する端末については、ネットワーク

の３分離（学習系・校務系・校務外部

系）を含め構築・運用をし、導入後５年

が経過したため、端末等の更改整備を進

めます。また、児童生徒の成績管理、健

康管理、学校運営管理等における統合型

校務支援システムの更なる充実を図りま

す。

新 小中学校ＩＣＴ環境整備事業

予算額 4,702万６千円

継特別支援教育の充実、不登校対策事業

予算額 7,159万２千円（前年度：6,706万６千円）

【特別支援教育の充実】

障がいのある児童及び生徒一人ひとりの教育

的ニーズに応じた教育支援を行うため、適正な

コーディネーター加配や支援員の配置、巡回相

談員の派遣等を行います。

【不登校児童生徒への支援】

不登校児童及び生徒への支援を図るため、心

のオアシス相談員やスクーリング・ケアサポー

ターを学校に派遣して、不登校の未然防止や支

援の充実を図ります。

また、児童生徒の登校の支援などを行う、家

庭教育支援員の配置拡充を図ります。
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予算額 ６億5,309万円（前年度：5億2,580万4千円）

継 小中学校施設整備事業

中主小学校の新館棟大

規模改修工事及び北野小

学校の校舎大規模改修に

向けた設計業務等を進め

ます。

また、特別教室への空

調整備など野洲市の未

来を担う子どもたちの快

適な学習環境の確保の

ため、施設整備に取り組

みます。
中主小学校大規模改修工事イメージ図

継学校給食センター改修事業

予算額 ６億8,751万２千円（前年度：6,966万円）

学校給食センターは、平成19

年から稼働し、15年以上が経過

しています。

安心安全な給食を提供するた

めには、施設を適正に運営する

必要があり、老朽化が進んでい

る大型調理機器や空調設備等の

改修工事を引き続き進めます。
学校給食センター
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歴史文化遺産の保全・活用

予算額 7,848万７千円（前年度：１億1,502万９千円）

継 永原御殿跡保存整備事業

永原御殿復元模型（野洲市歴史民俗博物館常設展示）

国史跡永原御殿跡の保存・整備

と公開活用を図るため、史跡の公

有化や発掘調査を進めます。また、

整備基本計画に基づき、本丸内の

整備工事を継続して実施します。

あわせて、地元の江部自治会や

祇王学区との協働により、発掘調

査体験教室や講演会などの公開活

用事業を実施し、市民への情報共

有を図ります。

『産業・観光・歴史文化』
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資資  料料  編編  １１  
小小・・中中学学校校ににおおけけるる働働きき方方改改革革のの取取組組方方針針  



 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目  標 

目標達成のための共通基準 

具体的な取組内容 
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資資  料料  編編  ２２  
野野洲洲市市のの概概要要  

学学校校・・園園のの概概要要  

教教育育委委員員会会のの仕仕組組みみとと仕仕事事  

野野洲洲市市教教育育委委員員会会のの沿沿革革  
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野洲市は、平成１６年１０月１日に旧中主町と野洲町が合併して誕生しました。 

 

 

 

野洲市は、滋賀県の南西部に位置しています。近江富士と呼

ばれる美しい三上山、そして野洲川や日野川を有しています。

また、西は守山市・栗東市、南は湖南市、東は竜王町、北は近

江八幡市、そして北西部は日本最大の湖である琵琶湖に接する

面積８０．１５ｋ㎡のまちです。 

 

貴重な自然に恵まれた温暖な気候の中で、住民の心を和ませ

るすばらしい環境を形成した、緑豊かで風光明媚な調和のとれ

た土地利用が図られています。中心部では京阪神のベッドタウ

ンとして都市化が進む一方、山地、湖岸においては公園やレクリエーション施設が集積して

おり、地域内外から多くの人が訪れるまちです。 

 

 さらに琵琶湖、野洲川を

はじめとした水源に恵まれ、

肥沃な土地を生かして古代

から稲作が盛んで、近代化

に向けた農業の振興と美し

い田園風景保全の取り組み

がされています。 

 また、豊かな自然と歴史

に恵まれて、計２４個の銅

鐸が出土した「銅鐸のまち」

としても知られています。

数多くの古墳群や神社仏閣

を有した歴史・文化遺産が

点在するまちです。 

 

 以前から、利便性の高い交通網整備を背景として、京阪神都市圏への近接性が高まり、先

端技術分野を中心とした企業立地が進んでいます。 

 

 

 

勇壮な“三上山（近江冨士）” 

２．位置・地勢等 

１．市の沿革 

野洲市の概要 
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令和６年４月１日現在の人口・世帯数は次のとおりです。 

 

人 口 ５０，６５８ 人 

内    訳 
男 ２５，４２１ 人  

女 ２５，２３７ 人  

世帯数 ２１，７３０ 世帯 

野洲市 市民部 市民課 人口世帯集計表より 

 

 

 

 

 

面積（都市計画区域等）内訳 

総 面 積 

 

８０.１５ｋ㎡ 

都
市
計
画
区
域 

市街化区域 

７．９６４ｋ㎡ 

（都市計画区域に占める 

構成比率：１３％） 

市街化調整区域 

５２．６０６ｋ㎡ 

（都市計画区域に占める 

構成比率：８７％） 

湖沼（琵琶湖水面） １９．５８０ｋ㎡ 

      総務省統計局 全国都道府県市区町村別面積調より 

滋賀県土木交通部都市計画課発行 滋賀の都市計画より 

 

 

 

 

 野洲市役所 滋賀県野洲市小篠原２１００番地１ 

 

東 経 １３６度１分３２秒 

北 緯 ３５度４分０２秒 

   総務省統計局 全国都道府県市区町村別面積調より 

                          

 

 

 

 

 

 

３．人口・世帯 

５．市役所の位置 

４．市の面積 
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１．幼 稚 園  

 

（１）園児数 令和６年５月１日現在 

区 分 学級数(クラス) 園児数(人) 

中主幼稚園 ９ １７８ 

野洲幼稚園 ４ ６９ 

祇王幼稚園 ４ ６６ 

北野幼稚園 ６ １４１ 

合  計 ２３ ４５４ 

 

 

 

  

学校・園の概要 

（２）市立幼稚園 園児数の推移とグラフ 
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２．小 学 校  

 

（１）児童数 令和６年５月１日現在 

区 分 学級数(クラス) 児童数(人) 

中主小学校 ２８ ６０５ 

篠原小学校 ８ １５８ 

祇王小学校 ２０ ４４２ 

三上小学校 ９ １７１ 

野洲小学校 ３０ ６７５ 

北野小学校 ３０ ７１５ 

合  計 １２５ ２，７６６ 

 

 

 

 

 

（２）市立小学校 児童数の推移とグラフ 
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３．中 学 校  

 

（１）生徒数 令和６年５月１日現在 

区 分 学級数(クラス) 生徒数(人) 

中主中学校 １４ ３３８ 

野洲中学校 ２２ ５０９ 

野洲北中学校 ２２ ５６９ 

合  計 ５８ １，４１６ 

 

 

 

 

 

 

（２）市立中学校 生徒数の推移とグラフ 
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（１）教育委員会とは 

 教育委員会は、教育の政治的中立性を保持し、学校教育や生涯学習等の振興を図るため

設置された、市長から独立した執行機関です。 

 教育委員会は、教育長と４人の委員による合議制の機関となっています。 

 教育委員会は、次の３点を目的として設置されています。 

① 政治的中立性・安定性の確保 

② 地域住民の多様な意見を反映 

③ 生涯学習などの教育行政の一体的な推進等 

 教育委員会の権限に属する事務は、教育委員会の会議によって処理することとなってお

り、教育に関する事務の管理及び執行の基本的な方針等について審議し、決定しています。 

 

（２）教育長・教育委員会委員 

① 任命 

 教育長は、人格が高潔で教育行政に関し識見を有するもののうちから、市長が議会の

同意を得て、任命されます。 

委員は、人格が高潔で教育・学術及び文化に関し識見を有する者のうちから、市長が

議会の同意を得て、任命されます。 

教育長の任期は３年、委員の任期は４年以内で、再任されることがあります。 

 

② 教育長と教育長職務代理委員 

教育長は、教育委員会の会議を主宰し、教育委員会を代表します。教育長職務代理委

員は、教育長に事故があるとき、教育長が欠けたときは、あらかじめ教育長が指名する

委員が教育長の職務を代行します。 

 

③ 教育長・教育委員会委員名簿 

職 名 氏  名 教育長・委員としての任期 

教育長 北 脇   泰 久 
令和 6 年 4 月 1 日 

～令和 9 年 3 月 31 日 

委 員 

教育長職務代理者 
山 﨑  玲 子 

令和 2 年 11 月 18 日 

～令和 6 年 11 月 17 日 

委 員 本 田      亘 
令和 3 年 11 月 18 日 

～令和 7 年 11 月 17 日 

委 員 瀨  古  良 勝 
令和 4 年 11 月 18 日 

～令和 8 年 11 月 17 日 

委 員 南出 久仁子 
令和 5 年 11 月 18 日 

～令和 9 年 11 月 17 日 

 

（３）教育委員会の会議 

  原則、毎月１回の定例会を、必要に応じて臨時会を開催し、市の教育行政に関する事項

について審議を行っています。 

 

１．教育委員会の仕組み 

教育委員会の仕組みと仕事 
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（１） 学校の授業の研究・指導、生徒指導・進路指導、教師に対する指導 

（２） 学校などの教育施設の整備・管理 

（３） 教育委員会事務局・学校などの職員の人事 

（４） 生涯学習の情報や機会の提供、図書館や博物館の事業の企画・運営 

（５） 文化財の調査、保護、啓発 

（６） 青少年の健全育成 

（７） 人権に関する教育、啓発など 

 

 

 

 

 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第17条の2項の規定に

基づく内部組織、同第30条に基づいて設置された教育機関を図式

 

 

 

○
学
務
課

したものです。　（令和６年４月１日現在）
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○
文
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財
保
護
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教育委員会

教 育 長

○ 教育委員会事務局

☆　 教　 育　 機　 関

☆
図
書
館
・
図
書
館
中
主
分
館

２．教育委員会の仕事 

３．教育委員会の組織図 
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教育委員会事務局 

所 属 名 係 等 所 在 地 郵便番号 電話番号 FAX 番号 

学務課 
教育総務・教育支援・ 

学校教育係 

野洲市小篠原 1780 番地 

(人権センター) 
520-2331 

587-6014 

587-6017 
587-3835 

生涯学習課 

生涯学習振興・青少

年教育・地域学校協

働活動係 

同 上 同 上 587-6053 587-3835 

文化財保護課 
文化財保護・文化財

啓発係 

野洲市西河原 2400 番地 

（北部合同庁舎内） 
520-2423 589-6436 589-5444 

 

 

教育機関等（幼稚園） 

機 関 名 名  称 所 在 地 郵便番号 電話番号 FAX 番号 

市立幼稚園（４園） 

中主幼稚園 野洲市吉地 1120 番地 1 520-2413 589-2232 589-5941 

野洲幼稚園 野洲市小篠原 2142 番地 25 520-2331 587-1265 587-2062 

祇王幼稚園 野洲市永原 474 番地 520-2304 588-2737 588-0689 

北野幼稚園 野洲市市三宅 248 番地 520-2362 587-5332 587-2130 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．教育委員会の組織表 
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教育機関等（学校） 

機 関 名 名  称 所 在 地 郵便番号 電話番号 FAX 番号 

市立小学校（６校） 

中主小学校 野洲市西河原 712 番地 520-2423 589-2012 589-2025 

篠原小学校 野洲市大篠原 1414 番地 520-2313 587-0179 587-2177 

祇王小学校 野洲市上屋 1169 番地 520-2316 587-0129 587-2428 

三上小学校 野洲市三上 111 番地 520-2323 587-0049 587-2245 

野洲小学校 野洲市小篠原 1147 番地 520-2331 587-0062 587-2702 

北野小学校 野洲市市三宅 240 番地 520-2362 587-0058 587-2468 

市立中学校（３校） 

中主中学校 野洲市六条 377 番地 520-2412 589-2036 589-4978 

野洲中学校 野洲市小篠原 510 番地 520-2331 587-0341 587-6768 

野洲北中学校 野洲市永原 1690 番地 520-2304 587-3693 587-6499 

教育機関等（その他の機関） 

機 関 名 業 務 内 容 等 所 在 地 郵便番号 電話番号 FAX 番号 

教育研究所 

教育に関する調査

研究、教育関係職員

研修 

野洲市小篠原 1780 番地 

(人権センター) 
520-2395 587-6028 587-3835 

学校給食センター 学校給食 野洲市八夫 2479 番地 520-2433 589-1011 589-1022 

ふれあい教育相談

センター 

就学児童・生徒及び

就学前児童支援 
野洲市小篠原 1973 番地 1 520-2331 587-6925 587-2004 

歴史民俗博物館 
歴史、芸術、民俗等

調査研究等 
野洲市辻町 57 番地 1 520-2315 587-4410 587-4413 

野洲図書館 
図書館運営・ 

情報発信 
野洲市辻町 410 番地 520-2315 586-0218 587-5976 



29 
 

昭和３０年 ４月 

昭和３０年 ４月 

野洲町・祇王村・篠原村が合併し、野洲町として発足 

中里村・兵主村が合併し、中主町として発足 

昭和３１年１１月 中主町立中主中学校体育館竣工 

昭和３２年 ３月 中洲村の一部（吉川、菖蒲、喜合）が中主町に編入 

昭和３３年 ２月 

昭和３３年 ３月 

中主町給食調理室竣工 

中主町立中主小学校校舎増築 

昭和３７年 ４月 中主町立有隣館開館 

昭和３８年 ２月 野洲町立野洲中学校体育館竣工 

昭和３９年１０月 中主町第１回町民運動会開催 

昭和４０年 ３月 中主町立中主中学校校舎増築 

昭和４２年 ４月 

昭和４２年 ５月 

野洲町立学校給食共同調理場竣工 

中主町立中主幼稚園開園 

昭和４３年 ８月 中主町立中主公民館竣工 

昭和４４年 ３月 中主町第１回町民文化祭開催 

昭和４６年 ４月 野洲町立野洲幼稚園開園 

昭和４８年 ４月 野洲町立視聴覚ライブラリー設置 

昭和４９年 ４月 野洲町立篠原幼稚園開園 

昭和５０年 ４月 
野洲町立野洲西小学校を野洲町立野洲小学校に、また、野洲町立野洲東

小学校を野洲町立三上小学校に名称変更並びに野洲町立三上幼稚園開園 

昭和５１年 ４月 野洲町立祇王幼稚園開園 

昭和５４年 ２月 

昭和５４年 ３月 

中主町立学校給食センター竣工 

中主町立町民グラウンド竣工 

昭和５４年 ７月 

昭和５４年 ８月 

野洲町地域総合センター竣工 

野洲町立図書館開館 

昭和５５年１１月 中主町文化協会設立 

昭和５６年１０月 中主町Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館竣工 

昭和５７年 ６月 中主町Ｂ＆Ｇ海洋センタープール竣工 

昭和５８年 ４月 

 

野洲町立北野小学校開校 

野洲町立中央公民館・野洲文化ホール開館 

中主町立中主中学校校舎改築工事完成 

昭和５９年 ４月 野洲町立野洲北中学校開校 

昭和６０年 ２月 野洲町大岩山古墳群国史跡指定 

昭和６０年 ４月 中主町立中主小学校新校舎竣工 

昭和６１年 ８月 野洲町立野洲小学校本館棟大規模改造工事竣工 

昭和６２年 ８月 

昭和６２年１０月 

野洲町立野洲中学校体育館大規模改造工事竣工 

中主町立中主中学校コンピュータ導入 

野洲市教育委員会の沿革 
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昭和６３年 ４月 

昭和６３年１１月 

野洲町立北野幼稚園開園 

野洲町立歴史民俗資料館開館及び弥生の森歴史公園開園 

平成 元年 ４月 

平成 元年 ８月 

野洲町立総合体育館のうち体育館開館 

野洲町立篠原小学校本館棟大規模改造工事竣工 

平成 ２年 ８月 

 

野洲町立温水プール開館及び野洲町立文化小劇場開館 

野洲町立野洲中学校普通教室棟大規模改造工事竣工 

平成 ３年 ４月 

平成 ３年 ８月 

野洲町立祇王社会教育センター開館、宮山二号墳史跡公園開園 

野洲町立野洲中学校特別教室棟大規模改造工事竣工 

平成 ４年 ４月 

 

平成 ４年 ７月 

平成 ４年１０月 

野洲町立幼稚園２年保育移行・ふれあい教育相談室開設・ 

野洲町立篠原社会教育センター開館 

中主町立豊積の里総合センター開館 

中主町立中主中学校海外派遣事業開始 

平成 ５年 ４月 

 

平成 ５年 ８月 

野洲町立三上社会教育センター開館及び野洲町立野洲社会 

教育センターを野洲町立中央公民館に併設 

野洲町立三上小学校本館棟大規模改造工事竣工 

平成 ７年 ５月 

平成 ８年 ３月 

 

中主町立中主ふれあいセンター開館 

野洲町立野洲中学校柔剣道場開館 

野洲町立小学校コンピュータ導入 

平成 ８年 ９月 中主町立中主中学校とアメリカミシガン州ベアリン・ 

スプリングス中学校との交流事業開始 

平成 ９年 ４月 

 

野洲町立中学校コンピュータ導入 

野洲町立図書館コンピュータ導入 

平成１０年 ４月 

平成１０年１１月 

平成１１年 ３月 

野洲町立コミュニティセンターきたの開館 

野洲町立祇王小学校大規模改造工事竣工 

野洲町立野洲小学校防音対策工事完了 

平成１２年 ２月 中主町立中主中学校校舎改築工事竣工 

平成１３年 ４月 

平成１３年１１月 

平成１４年 ３月 

中主町さざなみ振興事業団設立 

野洲町立桜生史跡公園開園 

野洲町立新図書館竣工、野洲町立三上幼稚園新築移転 

平成１４年 ４月 

平成１４年 ７月 

平成１４年 ８月 

中主町立中主幼稚園移転新築・３年保育・預かり保育開始 

野洲図書館分室開館（野洲町立図書館を野洲図書館分室へ） 

野洲図書館開館（辻町地先） 

平成１５年 ６月 野洲町立野洲小学校、野洲幼稚園整備工事竣工（ＰＦＩ事業） 

平成１６年 ５月 

 

平成１６年 ９月 

平成１６年１０月 

野洲町立野洲小学校以外の４校、２中学校コンピュータ導入 

野洲町立野洲幼稚園整備工事竣工 

野洲町立野洲小学校整備工事竣工 

野洲市誕生（中主町・野洲町の合併） 

平成１７年 ４月 

平成１７年１０月 

平成１８年 ２月 

野洲市立野洲、三上、篠原各幼稚園３年保育開始 

野洲市立祇王幼稚園増築工事竣工 

野洲市立北野幼稚園増築工事竣工 
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平成１８年 ４月 

 

平成１９年 ３月 

野洲市立祇王、北野幼稚園３年保育開始 

野洲市立三上幼稚園預かり保育開始 

野洲市立祇王小学校耐震補強及び大規模改修工事竣工 

野洲市学校給食センター新築工事竣工 

野洲市立なかよし交流館新築工事竣工 

平成１９年 ９月 

平成２０年 ３月 

 

野洲市立中主中学校コンピュータ入替え導入 

野洲市立中主小学校コンピュータ入替え導入 

野洲市立小・中学校（体育館）ＡＥＤ設置 

平成２１年 ９月 

 

平成２２年 ３月 

野洲市立北野小学校体育館屋根改修工事竣工 

野洲市立中主小学校便所改修工事竣工 

野洲図書館分室閉館 

平成２２年 ４月 

平成２２年 ９月 

平成２３年 ３月 

 

野洲市立野洲・北野・祇王幼稚園預かり保育開始 

野洲市立小・中学校校務用コンピュータ導入 

野洲・祇王学童保育所新築棟竣工 

野洲市立野洲中学校改築棟竣工 

平成２３年 ４月 

平成２３年 ６月 

平成２３年１０月 

平成２３年１１月 

平成２３年１２月 

 

平成２４年 １月 

 

平成２４年 ３月 

 

野洲市立篠原こども園開設（篠原こども園で預かり保育開始） 

野洲市立三上小学校改築棟竣工 

野洲市立祇王小学校体育館耐震補強及び大規模改修工事竣工 

野洲市立野洲小学校体育館耐震補強及び大規模改修工事竣工 

野洲市立篠原小学校特別教室棟、体育館耐震補強及び 

大規模改修工事竣工 

野洲市立三上小学校本館、南館耐震補強及び大規模改修工事竣工 

野洲市立中主こどもの家、北野こどもの家竣工 

野洲市立野洲中学校新館、体育館耐震補強及び大規模改修工事竣工 

中主Ｂ＆Ｇ海洋センタープール改修工事竣工 

野洲市立幼稚園保育室エアコン導入 

平成２４年 ４月 

 

平成２４年 ８月 

平成２４年１１月 

平成２５年 ３月 

平成２４年度組織・機構の改編により、こどもの家に関する事務の 

所管を健康福祉部へ移す。 

野洲市立小・中学校普通教室エアコン導入 

篠原小学校教室棟改築工事竣工 

（財）野洲市文化スポーツ振興事業団解散 

平成２５年 ８月 

平成２５年１０月 

 

平成２６年 ３月 

 

野洲市立祇王小学校増築工事竣工 

野洲市立篠原小学校管理棟工事竣工 

野洲市立小、中学校の校舎等全ての建築物耐震化完了 

野洲市立北野小学校増築工事完了 

野洲市立野洲北中学校柔剣道場新築棟竣工 

平成２６年 ４月 野洲市立さくらばさま幼稚園開園 

平成２７年 ４月 新教育委員会制度移行 

平成２８年 ４月 

 

野洲市立ゆきはた幼稚園開園 

平成２８年度組織・機構の改編により、人権教育に関する 
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平成２８年 ７月 

事務（学校教育関係を除く）の所管を総務部へ移す。 

野洲市３方よし人材バンク開始 

平成２９年１２月 

平成３０年 ３月 

野洲図書館 図書宅配・郵送サービス開始 

中主Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館大規模改修工事完了 

平成３０年 ４月 

平成３０年 ８月 

平成３１年 ３月 

学校における働き方改革の取組方針策定 

校務用ＰＣ更新、デジタル教科書・大型表示装置導入 

体育センター閉鎖 

平成３１年 ４月 

令和 元年 ９月 

令和 ２年 ３月 

三上幼稚園（こども園）開園 

全小・中学校コンピュータ教室タブレット整備 

永原御殿跡及び伊庭御殿跡 史跡指定（文部科学省告示第 17 号） 

新型コロナウイルス感染症に伴う休校措置（3/4～3/24） 

令和 ２年 ４月 

 

令和 ２年 ７月 

令和 ３年 ２月 

 

令和 ３年 ３月 

新型コロナウイルス感染症に伴う休校措置（4/14～5/31） 

統合型校務支援システム導入 

健康スポーツセンター開所 

野洲市立中主小学校体育館大規模改修工事竣工 

野洲市立野洲北中学校南校舎大規模改修及び校舎増築工事竣工 

全小中学校児童生徒１人１台タブレット端末整備 

永原御殿跡及び伊庭御殿跡 史跡追加指定（文部科学省告示第 49号） 

野洲市立中主小学校旧館校舎解体工事完了 

野洲市立中主小学校校舎増築工事竣工 

令和 ３年 ８月 

 

令和 ４年 ３月 

第 79 回国民スポーツ大会・第 24回全国障害者スポーツ大会野洲市 

準備委員会設立発起人会 

野洲市立野洲北中学校北校舎大規模改修及び体育館改修工事竣工 

令和 ４年 ４月 

 

令和 ４年 ９月 

 

第 79 回国民スポーツ大会・第 24回全国障害者スポーツ大会野洲市 

準備委員会設立総会 

第 79 回国民スポーツ大会・第 24回全国障害者スポーツ大会野洲市 

実行委員会へ改組 

令和 ５年 ４月 教育委員会所管事務（文化芸術、スポーツ）の市長部局への移管 

令和 ６年 ４月 

 

 

 

 

公立こども園の幼保連携型認定こども園への移行 

令和６年度組織機構の再編に伴い、教育総務課と学校教育課を統合し、

学務課を新たに設置 



 

  

元元気気なな学学校校・・園園づづくくりり  
令令和和６６年年度度のの幼幼稚稚園園・・小小中中学学校校のの取取組組  



 

  

野野  洲洲  市市  立立  幼幼  稚稚  園園  



　（園教育目標)　心豊かで　たくましく　生き生きとした子どもの育成

　

　

自分で考え、行動する子ども 自分にも人にもやさしい子ども 元気にあそぶじょうぶな子ども

めざす子ども像

生活習慣の確立と運動遊びやリズム遊び、散

歩、当番活動等を日々の生活に取り入れ、集中

して遊びこめるたくましい身体、友だちと合わせ

たりするしなやかな身体を育て、自ら意欲的に

取り組める身体づくりを土台に、子どもの自信

や根気につなげていけるよう継続的な活動を進

めます。

わくわくどきどきの体験や活動を通して、感動する

心や不思議に思う気持ち、意欲を大切に育て、学び

の基礎となる、試したり考えたりする力を育てるため、

子どもの興味関心を様々な活動に繋げていけるよう、

保育環境を工夫していきます。

学びの力を育てる

安心して過ごせる場で、保育者や友だちに言

葉で思いを伝え、自分の思いに共感される喜

びを味わいながら、互いの存在を認め合い、

一緒に遊ぶ楽しさを感じ合える仲間関係を育

てる取り組みを進めていきます。また、地域の

人との様々な交流を通して、地域を大切に思う

心を育てていきます。

野洲市立中主幼稚園

こころを育てる からだを育てる

地域との連携

（学校運営協議会）

校園所の連携

就学前から中学校までの

一貫した取り組み

（あいさつ運動・読書月間）

家庭との連携

家庭教育スタンダー

ドの実践

中主学区カレンダー

言葉で伝えあう力の育成
遊んだ後は、毎日振り返り時間を持ち、自

分の思いを話したり、友だちの話を聞くこと

を大切にしています。自分の思いを伝える

ことで、考えを整理しまとめたり、話す力が

身につきます。友だちの話を聞くことで、新

たな気づきがあったりと経験,視野が広がり

ます。互いに伝えあうことで、友だちとのつ

ながりを深めていけるようにしています。

地域の方との交流
さつまいもの収穫から昔ながらの焼き芋体験、兵

主太鼓など、自然体験や伝統文化に触れる経験を

たくさんさせていただいています。子どもたちの言葉

の力を育むために、絵本サークルさんによる読み聞

かせもしていただいています。様々な方との出会い

を大切にし、年度末に感謝の気持ちをこめて、『あり

がとうの会』を開催しています。地域の方の温かさを

感じ、自分たちの『まち』を誇りに思う子どもたちを育

てています。

幼児期の終わりまで

に育ってほしい

１０の姿豊かな感

性と表現

言葉による

伝え合い

健康な

心と体
協同性

数量や図形、

標識や文字

などへの関

心・感覚

自立心

自然との関わり・

生命尊重

道徳性・規範意

識の芽生え

思考力の

芽生え

社会生活との

関わり

小学校へのなめらかな接続

5年生のお兄さんお姉さんと過ごす（5・5交流）こ
とで、小学校への不安が少なくなり、あこがれや

期待が高まります。また、学習内容のつながりに

ついても、職員間で話し合い、幼稚園から小学校

へのスムーズな接続を進めていきます。

主体的に遊ぶことを大切にし、自然体験を通

して感じる・試す・工夫する力を育てる

「きらきらたいむ」で自分のやりたい遊びを存分に

楽しむ子どもたち。自然体験の中で、見る・触る・匂

いをかぐ・聞く・味わう…など、五感を通して感じた

ことが、学びへの意欲につながります。感じたこと、

考えたことをやってみる、試してみる、挑戦してみる

機会を大切にしています。

5・5交流
地域ボランティアおはなし会

焼いもパーティ

あやめ浜

きらきらたいむ

おみせごっこ

33



異年齢交流

3歳児、4歳児、5歳児それぞれの時期
の発達と学びの積み重ねをつなぐ

地域との交流

野洲市立野洲幼稚園

家庭との連携
（親子活動）

５・５交流
保育園・こども園との

交流

幼児にとって、遊ぶことは、学ぶこと！ ～主体的、対話的で深い学びにつながる遊びを求めて～

　遊びのサイクルの一つひとつに適切な環境構成と支援をしていく中
で、主体的に遊びを繰り返し、心を動かす体験を通して充実感や満足感
を味わい、学びにつなげる

同年齢や異年齢の友だち、

先生、地域の方など人とかか

わる楽しさを感じたり、いろい

ろな心を動かす経験や体験を

通して、多様な見方ができる

豊かな感性と表現力を育み、

互いに認め合える仲間づくり

のびのびと

たくましい子ども

人を大切に

する子ども

自ら気づき、考え

行動する子ども

遊びのサイクル

「おや？」

（気づき・興味）

「やってみよう」

「どうすればいいかな」

（意欲・探求心）

「みてみて」

「たのしいね」

（伝達・共同）

「もっとやりたい」

「つぎはこうしてみよう」

（新たなる発見・試行錯誤）

いろいろな遊びに興味

関心を持ち、考えたり、試

したり、工夫したりしながら、

主体的、意欲的に遊び、

自ら考え、行動しようとす

る子どもを育てます。

環境を通したゆたかな遊びの場の保障

「おもしろい」

わかった」

（刺激・発

見）

学びに向かう力を育てる

小学校以降の学びにつなげていく（学びの連続性）

豊かな心を育てる

教育目標  

たくましさとやさしさをもつ子どもの育成 

しなやかな身体を育てる

基本的生活習慣の確立と毎日の生

活や遊びのなかで、掃除や手伝い、

リズム遊びや運動遊びなど、体を

いっぱい使って活動する中で、しな

やかな心と体、粘り強くがんばる子

どもを育てます。

次のステップ
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教育目標  嚅王を愛する心豊かな子どもの育成 

めざす子ども像 

丈夫な子 … しっかり寝て食べて遊び、しなやなか心と身体をもつ子ども 

やさしい子… 人とかかわり人の思いに気づく豊かな感性と表現力を持つ子ども 

考える子 … 周りの環境に好奇心や探究心を持って関わり、自ら考え行動する子ども 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

わくわくする遊びの体験の

中で、気づいたり考えたり

試したり工夫したりして意

欲的にとりくみ、主体的、対

話的で深い学びの基礎を育

みます 

生活習慣の確立と運動遊

び、散歩、リズム体操、おて

つだい活動を日々の生活の

なかにもとりいれて、集中

して遊びこめるたくましく

しなやかな身体を育みます 

四季を通じた地域めぐり遠

足で自然や文化にふれる機会

を持ち、豊かな感性を育て、さ

まざまな活動や体験を通し

て、人とかかわる楽しさを感

じ、自分も友だちも大切に思

う心を育みます 

野洲市立衹王幼稚園 

 

 

やさしい子～こころ育て～ 丈夫な子～からだ育て～ 考える子～学びの力育て～ 

主体的にいろいろな人や物とかかわりながら 

夢中になって遊びこむ体験 

小学校へのなめらかな接続 

接続カリキュラムの実践 

「やってみよう」「できた！」があふれる保育をめざして 

～人とのつながりを深める環境や援助を探る～ 

生きる力の基礎を育む 

老人クラブの方 

との交流会 

お正月遊びや昔の遊

びを教えていただ

き、楽しみました。 

砂場でごちそ

うを作ったよ。 

「ことりのうた」

から始まったペー

プサートのお話し

遊び。友だちと一

緒に遊び、お話し

の世界が広がって

いきます。 

「何のちょうちょか

な？」「これと一緒とち

がう？」と図鑑を見なが

ら調べています。 

たまねぎが大きく

なるように草引き

をしているよ。 

あともう少し！ 

みんなの広場 

異年齢の友だちと 

体操や運動遊びを 

楽しんでいます。 

 

丈夫な子～からだ育て～ 

・基本的生活習慣を身につける 

・みんなの広場・げんきっこタイム 

・様々な運動遊び 

・そうじ活動 

地域のお寺で 

嚅王井川のお話を 

聞きました。 

 

やさしい子～こころ育て～ 

・地域の老人会の方との交流 

・にこにこ集会 

・自然にふれたり、いろいろな

人とかかわったりして遊ぶ 

使う植物や道具を考えなが

ら、色水を作っているよ。 

 

考える子～学びの力育て～ 

・いろいろな物にふれて遊ぶ 

・考えたり試したり工夫したりして

遊ぶ 

・絵本に親しむ ・栽培活動 
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教育目標   

心豊かでたくましい子どもの育成 

 

明るく元気な子 友だちと共感できる子 よく見てよく考え自分で行動する子  豊かに感じる心をもつ子 

 

なかま育て 
認め合える関係を育み、安心して自分の思いや考え

を表現できるようにします。共感しあい、共同で遊

ぶ楽しさを感じられるような経験を積み重ねながら

多様な考えを知り合い、受け 

入れながら互いを大切にする 

気持を育てていきます。 

 他学年との交流でいろ
いろな人と関わる力を
育てます。 

わいわい 

実際に体験することで、
五感を通し、形や重さ、

感触、匂い等、様々なこ
とを感じます。 

学びに向かう力 
「おもしろそうだな！」「やってみよう」「どう

すればいいかな？」「できた！」子どもたちが試

したり、工夫したりして主体的・意欲的に遊べ

る環境構成をし、学びに向かう基礎となる力を

培います。 

自分のしたい遊びを存分に楽し

む「きらきらタイム」。繰り返し
遊ぶ中で、いろいろな気づきや
発見があります。 

 

からだ育て 
毎日の生活の中で基本的生活習慣を身につけます。運

動遊び、ﾘｽﾞﾑ体操、そうじ、お手伝いなどを日々の活

動に取り入れ、遊びや生活に意欲的に取り組み、最後

までやりきる自主自立の力としなやかな心と体を育

てます。 

 

 

遊びや生活の中
で、様々な身体の
動きを経験し、身

体の育ちを促し
ます。 

 

すくすく 

 

こころ育て 
周りの人たちから見守られ、自分が大切にさ

れている実感と、いろいろなことに心を動か

す活動や体験を通して得た自信を基盤にし、 

自分のことも友だちのことも大切にする心

を育てます。 

 

わくわく 

 

  

体操やリズム遊
び、マラソン等を
して、みんなで身

体を動かす心地よ
さを感じます。 

 

互いに思いや考え

を出し合いながら、
遊びを進める過程
を大事していきま

す。 

 

一人ひとりの誕生日に誕
生会をします。友だちや先
生にお祝いをしてもらっ

たり、お家の方からのメッ
セージを聞いたりします。 

 

試行錯誤しながらじ

っくりと遊べる時間
を保障し、意欲や探求
心を育みます。 

 

 

 

家庭・地域との連携 園・地域・保護者が一体となって教育活動を行う   

コミュニティ・スクール 

小学校へのなめらかな接続 生きる力の基礎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぽかぽか 
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野野  洲洲  市市  立立  小小  学学  校校  



電子黒板（一体型）活用による授業改善
児童の学力向上と教師の指導力向上

児童数　６０５名
　　学級数　　２８学級
教職員数　６７名
（４月１日現在）

挑戦１ 勉強がわかる児童 ９０％

＜具体的方策＞

◎ 学ぶ力向上策

視点１：学びを実感できる授業づくり

①読書貯金 「ことばを増やす」

②ICTを効果的に活用 「みんながわかる」

視点２：学ぶ意欲を引き出す学習集団づくり

①違いを認め合える集団 「聴く、認める、ほめる」

②自分たちでできた経験と自信 「まかせてみる」

視点３：子どものために一丸となって取り組む学校づくり

①学び合い、高め合い、情報共有する組織 「学年OJT]

中主学区統一教育目標 自ら考え、未来を生きぬく中主っ子の育成

学 校 教 育 目 標

心豊かでたくましい実践力のある中主っ子の育成

○学校からの情報発信 学校だより、ＨＰ、メール配信等

○地域の力を学校に（地域に学ぶ・地域を学ぶ） 学校運営協議会、PTA、学校応援団

自治連合会、青少年育成市民会議、民生児童委員 など 中主学区関係団体との連携

○コミュニティスクール・地域学校協働活動の充実 学校⇔地域（地域貢献）

めざす学校像

『地域に信頼される学校』

○地域や保護者と共に歩む学校

○子ども、教師、保護者が元気な学校

めざす教師像

○学び続ける教師

○子どもの話を聴く教師

○寄り添い、信頼される教師

挑戦２ 学校が楽しいと感じる児童 ９０％

＜具体的方策＞
１ すべての教育活動の中で人権同和教育・いじめ防止

・相手の立場で物事を考える取り組み

２ 特別支援理解教育の推進

・特別支援学級と交流学級の連携強化

３ 仲間づくりと人権学習を推進

・部落差別問題をはじめとする人権課題への系統的な

学習

・厳しい家庭的背景を抱えている「しんどい子」に寄り添う

姿勢

挑戦３ あいさつをする児童 ９０％

＜具体的方策＞

１ 安全な学校生活

・仲間のことを考えた安全な行動（廊下歩行、感染対策等）

・もくもく掃除（無言掃除）の徹底

２ 気持ちのよいあいさつ

・子ども、家庭、地域、教師、みんなであいさつ

３ 生徒指導の組織対応

・３原則の徹底

①聴く・寄り添う ②ほめる・認める ③考え、判断させる

まなびプロジェクト部会 かんがえる子

こころプロジェクト部会 やさしい子
いのちプロジェクト部会 げんきな子

○「中主っ子」家庭教育スタンダード 「中主っ子」学びのスタンダード
中学校・幼稚園・保育所との連携強化

○連携部会の充実
合同研修会の実施・OJTの共同実施
系統的な教育課程の検討

幼小中で一貫した教育を

令和６年度（２０２４年度） 中主小学校の教育

家庭・地域との連携

めざす子ども像

○かんがえる子

○やさしい子

○げんきな子
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学校教育目標 

夢いっぱい 元気いっぱい 笑顔いっぱいの 祇王っ子 
～ 夢をもち 仲間とともにがんばる たくましい子どもの育成 ～ 

祇

祇

認める 

まなざし 

 

受け止めて

くれる仲間 

地域とともにある学校づくり＆学校を核とした地域づくり 
『祇王大好きプロジェクト』を地域とともに推進 ～地域の力を学校へ 学校の元気を地域に～ 

祇王の宝である祇王っ子の豊かな成長を学校・家庭・地域みんなで支え、育み、 

子どもも大人も生きがいを実感でき、元気になる取組を推進！   

ＥＸ．ひまわりＰＪ、祇王のすてき発見ＰＪ、本大好きＰＪ、夢の種まきＰＪ、人にやさしいオレンジＰＪ、命を守る防災教育ＰＪ・・・ 
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①「読み解く力」を育成する授業改善  

・「まとめ・表現」「再構築」の取組の工夫 

・自分の考えを記録し表現する場面設定 

②基礎・基本の定着を図る授業等の推進 

 ・きめ細やかな指導の充実、読書活動の充実 

③学びに向かう姿勢づくり、学習集団づくり 

・安心して失敗・再挑戦できる学校、「学習の心得」 
 

◇地域家庭連携・３ＵＰ運動（かしこさＵＰ） 

家庭と連携した家庭学習の取組               <国語の授業> 

 

 

 

 
 

①体力づくりの充実を図る時間の推進 

 ・「体力アップタイム」、「三上山登山」、「群れ遊び」 

②健康づくりに向けた保健指導や食育の推進 

・歯みがき指導、食に関する指導の充実 

③自ら命を守る安全・防災教育の推進 

 ・「避難訓練」、「交通安全教室」、「救急救命教室」 
 
◇地域家庭連携・３ＵＰ運動（たくましさＵＰ） 

「早寝・早起き・朝ご飯」、運動、歯みがき           <三上山登山> 

 

野洲市立三上小学校 令和６年度元気な学校づくり 取組の重点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

    

    

   

  

 

 

 

 

 

 

      

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

①いじめ根絶をめざす特別活動の推進 

・「三上っ子会議」、思いを出し合える学級 

②地域の人・自然・文化に学ぶ時間の推進 

・「三上の地域に学ぶ体験活動」の推進、発展 

③道徳科や人権学習、生徒指導、教育相談の充実 

 ・挨拶、安全、後始末、相手のことを考えた行動 

・「ストップいじめ学習」、考え議論する道徳  

◇地域家庭連携・３ＵＰ運動（やさしさＵＰ）        <左義長体験> 

・挨拶、お手伝い、やさしい言葉遣い           

 

第１チャレンジ ～「やさしい子」の育成をめざして～ 

◎「学級や学校をよくするために、進んで考えたり行動したりすることができる

子ども」の割合を９０％以上にする。  

 

めざす子どもの姿 

○やさしい子  （豊かな心） 

○かしこい子  （確かな学力） 

○たくましい子 （健やかな体） 

学校教育目標   やさしく、かしこく、たくましく生きる三上っ子の育成  

学校経営のコンセプト 

○子どもたちが元気に生き生きと学ぶ学校 

○教職員が溌剌として力を発揮する学校 

○家庭・地域の活力がみなぎる学校 

 

第２チャレンジ ～「かしこい子」の育成をめざして～ 

◎グループ学習などを通して、進んで考えたり話し合ったりすることができる子

ども」の割合を９０％以上にする。  

第３チャレンジ ～「たくましい子」の育成をめざして～ 

◎「体力づくりに向けて、進んで運動に取り組むことができる子ども」の割合を

９０％以上にする。 
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未来を見つめる（先見性） 

物事を正しく見極める（公平性） 

         感性をより高める（感受性）  

 

仲間とともに よりたくましく 

 

 

    

 

  

 

S
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野野  洲洲  市市  立立  中中  学学  校校  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【OJT 研修】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【合唱コンクール】  【弁護士によるいじめ防止授業】  【交通安全教室】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【チュッピー弁当づくり】    【絵本読み聞かせ】   【あいさつ運動】 

心豊かでたくましい 

知・徳・体の調和のとれた 

生徒の育成 

野洲市立 中主中学校 

学校教育目標 中主学区 

12 年間統一目標 

自ら考え 

未来を生きぬく 

中主っ子の育成 

○一人ひとりに 

 深くかかわる 

○一丸となり 

丁寧に取り組む 

○真摯な姿勢で 

 学び続ける 

めざす教師像 

めざす生徒像 

知る喜びをもつ生徒 

思考する生徒 
自らを鍛える生徒 

感動する心をもつ生徒 

思いやりのある生徒 
知 徳 体 

１ 基礎・基本の徹底 

２ 生徒主体の 

授業づくり 

３ 体験的な 

学びの充実 

１ 命・人権・法を 

尊重する態度の育成 

２ 集団・仲間づくりの 

         充実 

３ 自己指導能力の育成 

１ 心と体づくりの充実 

２ 基本的生活習慣の 

    確立 

３ 安全への意識の向上 

と主体的行動力育成 

地域とともにある学校 

【学校運営協議会・地域協働活動】 

 ◇運営協議及び教育活動での協働 

 ◇地域行事や貢献活動への参加 

 ◇体験活動で人材や産業の活用 

 ◇地域への啓発や発信の連携 

【幼小中一貫教育】 

 ◇計画的な教育活動の実施 

 ◇教育課程や授業での連携 

 ◇体験活動の受入と協働 

 ◇各種活動や行事での交流 

【広報】 

 ◇学校だより 

 ◇ホームページ 

 ◇メール配信 

校訓：質実剛健 
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３ つ の テ ー マ 

【

 

44



野洲北中の合言葉  環境は人を創る  環境は人が創る 
めざす教師像 

・学び続け生徒とともに成長する教師   ・使命を自覚し、その職責の遂行に努める教師   ・生徒、保護者に寄り添う教師 

・生徒一人ひとりの理解に努め、温かさと厳しさを兼ね備えた教師  ・「連帯、協同、感謝」を深める教師 

ポイント 

 教育目標は「自主協同」 夢の実現をめざす  合言葉は「環境は人を創る 環境は人が創る」 

 活動の基本は「凡事徹底」 根底に据えるものは「人権教育」 ３部会を中心とした学校力の向上 

  
 
 
 

 

  「生徒も教職員も楽しい学校 保護者や地域の方が安心できる学校」をめざす 

 
 
 
 本校は生徒指導の３部会（生活指導部・生徒支援部・特別支援教育部）を中心とした組織的対応を基本にして、

「知」「仁」「勇」の発展プロジェクトを推進することで学校力の向上をめざします。 

「ＣＳ（コミュニティ・スクール）」を推進し、地域との連携を深め、野洲北中にかかわるすべての人が誇り

の持てる学校をめざします。 

 
 
 
   予測不可能な未来社会に対応できる確かな学力とそれらを活用して知恵に変えていける力を育てます。 
 
 
 

人権教育を根底に据え、道徳教育を推進し、豊かな人間関係の育成と一人ひとりが輝ける学校をめざします。 

 
 
 

CS を核として、地域で活躍する(地域の役割を果たし、頼りにされる)生徒づくりをめざします。 

 今年度の具体的取組の重点   

合言葉は 「環境は人を創る 環境は人が創る」 

活動の基本は 「凡事徹底」 

 「合言葉」と「活動の基本」を中核として、人権教育を根底に据え、相互理解を基

本において、みんなでよりよい学校生活（学習状況、活動）を創り出す。 

 ・主体的な学びを創り出す 
目標：学校評価（生徒）「②授業づくり」満足度９０％ (R5 年度 88％)          

       （教職員）「②授業づくり」満足度１００％ (R5 年度 90％) 

 ・状況を踏まえた活動づくり 
目標：学校評価（生徒）「①学校が楽しい」満足度９０％ (R5 年度 86％) 

学校評価（生徒）「⑧学校行事」満足度９５％(R5 年度 89％) 

・ＣＳと地域学校協働活動を充実させ、地域との連携を深める 
目標：学校評価（生徒）「⑪学校行事には、家の人や地域の方など、たくさんの人が来てくれる」満足度９０％(R5 年度 82％)   
      （教職員）「⑪学校行事には、家の人や地域の方など、たくさんの人が来てくれる」満足度９０％(R5 年度 82％)                           

生徒がよりたくましく生きる力を獲得するために、 

「仲間と共に」「想像力を働かせ」「自分の生活を通して」学び、地域とともに育つ生徒を創る！  

 

 ２０２４の挑戦 ～創造・成長・発展のために  「凡事徹底」を基本に～ 

CHALLENGE ２「仁」の発展プロジェクト（集団づくり） 

CHALLENGE １「知」の発展プロジェクト（授業づくり） 

CHALLENGE ３「勇」の発展プロジェクト（活動づくり＋体力づくり） 

CHALLENGE 
  〈41th〉 
環境は人を創る 

環境は人が創る 
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